様式１
平成１９年度
グローバルＣＯＥプログラム　将来構想等調書
	１．大学の将来構想
① これまで大学が取り組んできた教育研究にも触れながら、大学全体の将来構想を具体的に記入した上で、今回の申請拠点に関連する将来構想を記入してください。（現行「２１世紀ＣＯＥプログラム」で平成１９年度以降継続して支援される拠点がある場合はそれらの拠点と大学の将来構想との関連も含めて記入してください。）
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一貫教育の基盤完成

（１）これまで大学が取り組んできた教育研究の歩み
立命館は、時代の要請に応えた教育研究を大胆に展開してきた。平成12年に立命館アジア太平洋大学（ＡＰＵ）を開学し、学生・教員の半数が外国人となる本格的国際大学を創設した。平成16年には西日本最大となる情報理工学部を開設した。人文社会科学から生命科学を含む自然科学に至る教育研究領域の十分な広がりと、小学校から博士課程に至る一貫教育組織を構築した。
また立命館は、学長がリーダーシップを発揮し、「人と環境」「世界の中の京都」を主たるテーマとして、組織横断型・領域融合型の教育研究拠点を形成してきた。従来型のディシプリンの枠を超え、

人文科学・社会科学・自然科学の研究者が集結した5年一貫制の「先端総合学術研究科」を設置し（平成15年）、平成17年には「魅力ある大学院教育イニシアティブ」にも採択された。日本学術振興会特別研究員において平成17～19年度の3年間で12名が採択され、人文社会科学系研究科としては抜群の実績を残している。
また、心理学や社会福祉学等の融合拠点として、人間科学研究所（平成12年）、「応用人間科学研究科」（平成13年）を設置し、「対人援助学」という新たな領域の創成に取り組んでいる。

	（２）大学全体の将来構想
立命館大学は、重点化により幾つかの「特色ある世界水準の教育研究拠点」を形成することを目指し、平成14年度に学長直轄の「ＣＯＥ推進機構」を設置した。21世紀COE採択4拠点のマネジメントに加え、新拠点開発に特別の予算措置を行うなど、次世代の世界水準の教育研究拠点育成に取り組んできた。
平成18年度より、学園の「中期計画（平成19－22年）」を策定し、戦略目標として「世界に開かれたアジア太平洋地域の教育・研究拠点」を掲げた。「人と環境」「世界の中の京都」を主テーマに政策的重点拠点を絞り込み、さらに重点的に人材等を投下する。「生存学」創成拠点は、「人」を対象とした新しいアプローチの学問を創成する。この学問の創成に世界のさきがけとして取り組むことは、本学の使命である。
なお、立命館としての次の課題は、研究高度化を通じた人材育成、とりわけ博士課程後期課程の充実である。そこで、博士課程後期課程の学費を大幅に引き下げ（理系150万円程度から50万円に）、研究奨励金や国際的研究活動促進研究費を後期課程学生に措置する制度も実施する。

	（３）今回の申請拠点に関する将来構想
本拠点は、既存の学術用語にはない学問の創成である。「人」の「障害」「老い」「病気」「差異」等に対し、深く関連する既存の学問は、社会福祉学、心理学、障害学、社会政策学、生命倫理学等であり、人間科学研究所が取り組む対人援助学（心理学と社会福祉学の融合領域）もその一つである。しかし、これらはいずれも「人」を「客体」としてアプローチしている。「生存学」は、これに対し、障老病異の側から「人」を捉え、集積と考究、学問の組換、連帯と構築を当事者と協同して行う。それにより既存の学術用語では表現しきれない深みと広がりを持った研究成果が生まれ、既存学問に対する「主体」的な新テーマ発信に結び付く。
このような学問であるからこそ、5年一貫制のプロジェクト型大学院教育、多彩な学術基盤を持つ複数教員の集団指導体制という特色ある教育プログラムは不可欠である。今後は国際的な連携と発信を一層強化し、まさに世界オンリーワンの卓越した拠点に育成することを構想する。

	② ２１世紀ＣＯＥプログラムに採択された拠点がある場合は、採択時の大学の将来構想と関連させて、これまで大学が取り組んできた拠点形成活動全体について記入してください。

	21世紀COEプログラム採択時の将来構想は以下の3点を掲げ、実践してきた。
(1) 総合大学として、学際分野においても特徴的な研究教育を進め、いくつかの卓越した拠点を有する大学。
(2) 国際水準の教育、世界水準の研究成果創出とともに、世界から人が集い、世界に人材を送り出す大学。
(3) 社会との「知の循環」を重視し、研究教育活動を通じた社会貢献・社会開放を行う大学。
本学の拠点形成活動の全体は、構想通り平成14年度に学長直轄の「ＣＯＥ推進機構」を設置し、ＣＯＥ採択拠点を核に、次世代の世界水準の教育研究拠点形成に取り組んできた。学長直轄であるからこそ、組織横断型・領域融合型の拠点形成を実現してきた。また、平成16年度より、学内予算にて「国際連携共同研究室制度」を実施し、世界の教育研究機関との共同研究を約50件増加させるなど、世界との人材交流に注力してきた。社会との「知の循環」については、産学連携で経済産業大臣賞を受賞したほか、人文社会科学系においても「心理・教育相談センター」や「ボランティアセンター」等を通じた社会貢献・社会開放を推進している。
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	２．将来構想の概念図
（前項において述べた構想について、大学の将来構想と拠点形成支援の方向性及び学長を中心としたマネジメント体制の作用の観点からイメージ図を描いてください。なお、他の大学等と連携した拠点形成については、それらも含めて記入してください。）
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様式１
	３．申請拠点一覧
    申請拠点総数（　　）拠点…拠点数内訳　Ａ（　），Ｂ（　），Ｃ（　），Ｄ（　），Ｅ（　）
（国際的に卓越した教育研究拠点形成を目指している組織（大学院博士課程の専攻等）が行う拠点形成計画を申請分野ごとに
整理番号を付して記入してください。）

注１：専攻等名欄記入に当たって、平成１４年度～平成１６年度に２１世紀ＣＯＥプログラムに採択された専攻についてはその旨明記してください。

注２：申請金額欄の（　）内には連携した取組の場合に、連携先で使用する金額を記入してください。

	       　　                  Ａ　　 　 Ｂ　　　   Ｃ　　　 　Ｄ　　　　 Ｅ
申請分野（該当に○印）… <生命科学> <化学、材料科学> <情報、電気、電子> <人文科学> <学際、複合、新領域>
	 (整理番号)
(１)

	（拠点のプログラム名称<英訳名>）
（研究分野及び拠点形成計画の内容を体現するキーワードを５つ）   
　研究分野( 　　　　　　)、キーワード(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)
（専攻等名）
（連携先機関名）

（拠点リーダー）



	年　　度(平成)
	１ ９
	２ ０
	２ １
	２ ２
	２ ３
	合　　計

	申請金額(千円)
	(    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	       (      )

	       　　                  Ａ　　 　 Ｂ　　　   Ｃ　　　 　Ｄ　　　　 Ｅ
申請分野（該当に○印）… <生命科学> <化学、材料科学> <情報、電気、電子> <人文科学> <学際、複合、新領域>
	 (整理番号)
(  )

	（拠点のプログラム名称<英訳名>）
　日本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠点
（研究分野及び拠点形成計画の内容を体現するキーワードを５つ）   
　研究分野( 　　　　　　)、キーワード(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)
（専攻等名）文学研究科、理工学研究科、政策科学研究科、先端総合学術研究科、ほか
（連携先機関名）　立命館大学
（拠点リーダー）　川嶋將生


	年　　度(平成)
	１ ９
	２ ０
	２ １
	２ ２
	２ ３
	合　　計

	申請金額(千円)
	(    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	       (      )

	       　　                  Ａ　　 　 Ｂ　　　   Ｃ　　　 　Ｄ　　　　 Ｅ
申請分野（該当に○印）… <生命科学> <化学、材料科学> <情報、電気、電子> <人文科学> <学際、複合、新領域>
	 (整理番号)
(  )

	（拠点のプログラム名称<英訳名>）
（研究分野及び拠点形成計画の内容を体現するキーワードを５つ）  
　研究分野( 　　　　　　)、キーワード(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)
（専攻等名）
（連携先機関名）

（拠点リーダー）



	年　　度(平成)
	１ ９
	２ ０
	２ １
	２ ２
	２ ３
	合　　計

	申請金額(千円)
	(    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	       (      )
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	       　　                  Ａ　　 　 Ｂ　　　   Ｃ　　　 　Ｄ　　　　 Ｅ
申請分野（該当に○印）… <生命科学> <化学、材料科学> <情報、電気、電子> <人文科学> <学際、複合、新領域>
	 (整理番号)
(　)

	（拠点のプログラム名称<英訳名>）
（研究分野及び拠点形成計画の内容を体現するキーワードを５つ）   
　研究分野( 　　　　　　)、キーワード(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)
（専攻等名）
（連携先機関名）

（拠点リーダー）



	年　　度(平成)
	１ ９
	２ ０
	２ １
	２ ２
	２ ３
	合　　計

	申請金額(千円)
	(    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	       (      )

	       　　                  Ａ　　 　 Ｂ　　　   Ｃ　　　 　Ｄ　　　　 Ｅ
申請分野（該当に○印）… <生命科学> <化学、材料科学> <情報、電気、電子> <人文科学> <学際、複合、新領域>
	 (整理番号)
(  )

	（拠点のプログラム名称<英訳名>）
（研究分野及び拠点形成計画の内容を体現するキーワードを５つ）   
　研究分野( 　　　　　　)、キーワード(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)
（専攻等名）
（連携先機関名）

（拠点リーダー）



	年　　度(平成)
	１ ９
	２ ０
	２ １
	２ ２
	２ ３
	合　　計

	申請金額(千円)
	(    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	       (      )

	       　　                  Ａ　　 　 Ｂ　　　   Ｃ　　　 　Ｄ　　　　 Ｅ
申請分野（該当に○印）… <生命科学> <化学、材料科学> <情報、電気、電子> <人文科学> <学際、複合、新領域>
	 (整理番号)
(  )

	（拠点のプログラム名称<英訳名>）
（研究分野及び拠点形成計画の内容を体現するキーワードを５つ）  
　研究分野( 　　　　　　)、キーワード(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)(　　　　　)
（専攻等名）
（連携先機関名）

（拠点リーダー）



	年　　度(平成)
	１ ９
	２ ０
	２ １
	２ ２
	２ ３
	合　　計

	申請金額(千円)
	(    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	     (    )
	       (      )
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	４．学長を中心としたマネジメント体制と当該拠点に対する組織的支援　
（学長を中心としたマネジメント体制の下、国際的に卓越した教育研究拠点の形成を目指し、どのように拠点形成を実現（支援）するのか（例：学内予算措置、教育研究組織の改編、施設・スペースの整備、研究者・教員及び教育研究支援者の措置等）、また、学長を中心としたマネジメント体制が具体的にどのような役割を発揮していくかについて記入してください。）

	本学は、学長直轄のCOE推進機構を基盤に、組織横断型・領域融合型の教育研究拠点等に政策的に重点化するシステムを構築している。重点化の主テーマは「人と環境」「世界の中の京都」である。平成12年に「人間科学研究所」、平成15年に人文科学・社会科学・自然科学を融合させた5年一貫制の「先端総合学術研究科」を開設し、「人」を対象とした教育研究に継続的な投資を行ってきた。
徹底したプロジェクト型教育や集団指導体制など、本拠点の教育研究システムは斬新ではあるものの、世界水準の教育研究拠点を形成するためには、これだけでは不十分である。そこで、本学は下記の通り、「博士課程後期課程」「若手研究者」「国際的研究活動」等に焦点を当てた戦略施策の実施を決定している。多面的な制度を本拠点に投下し、確実に世界水準の拠点として成長させる。
（1） 博士課程への支援　博士課程後期課程研究力強化プログラム

優秀な学生の博士課程後期課程への進学を促進するために、平成19年度より、学費を50万円に引き下げる。さらに、優れた研究成果の創出、卓越した研究業績を奨励するインセンティブ制度として、「研究奨励奨学金」制度を実施する（年額50万円または25万円）。また、30日以上の海外研究機関等への研究派遣を促進するため「国際的研究活動促進研究費」を後期課程学生に措置する（年額60万円）。これらにより、「生存学」の創成に取り組む博士課程後期課程の充実と、学生の研究力強化を図る。
（2） 研究費の措置　学内提案公募型研究推進プログラム
平成18年度より、全学から基盤的・萌芽的な研究シーズを発掘し、育成するためのスタートアップ資金を予算措置する制度を創設した。さらに、その基盤的研究の中から世界水準の研究業績を期待できる研究を選定し、大学として政策的に重点化する（特別の予算措置を行う）制度を創設した。これらトータルで年間１億８千万円の学内予算を措置する。今回申請する「生存学」創成拠点に対し、特別研究費を措置する。
（3） 若手研究者の雇用　助教・ポストドクター

私立大学は国立大学と比して、財政的な事情から若手研究者が量的に劣後している状況にある。そこで平成19年度より、構造的に若手研究者数を増やすべく、任期制の助教制度を創設し、また学内予算でポストドクターを雇用するプログラムを実施する。海外から新領域の創造に関心を持つ優秀な若手研究者を集める手段になるとともに、本拠点博士課程後期課程修了者のキャリア形成にも貢献する。
（4） 拠点リーダーの専念　研究専念教員制度の拡充
優れた教員を研究と大学院教育に専念させる制度「研究専念教員制度」を平成13年度より運用し、21世紀ＣＯＥ拠点のリーダー等を専念させてきたが、この支援制度を継続する。さらに平成19年度からは、世界水準の研究業績を残すことが期待できる教員の一層の飛躍ための特別枠を設け、一人年間最大3,000万円を予算措置することも可能な制度とした。
（5） 国際共同研究費の措置　国際連携共同研究の拡充
平成16年度より実施している「国際連携共同研究室制度」により、世界の教育研究機関との共同研究を約50件増加させた。本拠点と佛光大学との共同研究は当制度を活用したものである。今後さらに当制度の予算を拡充する。ＡＰＵで培った国際連携アドミニストレーション機能を活かし、海外からの若手研究者受入を強化することにより、世界水準の拠点としてふさわしい国際性を実現する。

	５．事業の継続性　
（当該拠点の事業終了後、国際的に卓越した教育研究拠点として継続的な教育研究活動を、大学としてどのように自主的・恒常的に実施するのかについて記入してください。他の大学等と連携した拠点形成については、事業終了後の連携の在り方等についても記入してください。）

	既に述べたとおり、大学の中期計画において「世界水準の研究大学」を目指す方針を決定しており、そのためには幾つかの世界水準の研究拠点を育成することが不可欠である。本拠点のもとに「生存学センター」を設立し、「人」を対象とした新しい学問の創造という社会的要請に応え、「生存学」を創成することは本学の使命である。このような大学の戦略を基盤として、本拠点を政策的重点拠点に選定し、世界水準の拠点に育成すべく上記の通り先行して各種予算措置を決定している。本事業終了後も、先端総合学術研究科を世界水準の大学院とすべく、海外研究機関との共同学位授与構想等を精力的に推進する。



















































































【教育研究の主な取り組み】
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【　大学全体の将来構想　】
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【　本拠点の将来構想　】
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（機関名：立命館大学　拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「生存学」創成拠点　）
1

